
 

国語科(書写)指導案 

 
令和元年６月１８日（火）第３校時（10:50～11:35）授業場所 ４年１組教室 

 4 年１組 指導者         

 

 

 

 

 

 

１ 単元名 筆順と字形の関係を考えよう  （四年 書写 P.10～P.14 光村図書） 
 

２ 単元の考察 

（１）教材観【新学習指導要領 国語 第３学年及び第４学年 １（３) 書写 エ (ウ) 

書写に関する次の事項を理解し使うこと】 

本単元では、筆順と字形の関係を考え、筆順によって画の長さが変わることがあることを理解し、

正しい筆順で字形を整え書くことができることを捉えるようにする。 

また、筆順と画の始筆・終筆の付き方の関係を考え、筆順と画の始筆・終筆の付き方を理解し気を

付けて書くことができることを捉えるようにする。 

本単元の指導にあたっては、毛筆を使用する書写の指導が、毛筆書写の能力の育成で完結しないよ

うに毛筆と硬筆との関連的な指導を重視するようにする。 

  
（２）児童の実態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の視点 

 「田」や「中」の漢字を例に、口の部分の筆順を色分けして示したことは、「虫」の口の終筆の書

き方を理解し、正しい書き順で字形を整えて書くために有効であったか。 



 

（３）系統 

 

１年 かきじゅん・字のかたち   【本時】筆順と画の付き方１・２  ５年 筆順と字形 

                   

 

 

 

                                  

  

 

２年 書きじゅん・字の形      ４年 筆順と字形１・２     ６年 筆順と字形  

                        

                                   

 

 

 

 

３ 目標 

 筆順と画の終筆の付き方の関係に興味をもち、筆順によって画の付き方が変わることを理解し、正し

い筆順で終筆の付き方に気を付けて書くことができるようにする。 

 

４ 評価規準 

観点 おおむね満足できる状況 

国語への関心・意欲・態度 ○筆順と字形の関係を進んで考えようとしている。 
○筆順と画の終筆の付き方の関係を進んで考えようとしている。 

言語についての知識・理解・技能 ○筆順によって画の付き方が変わることがあることを理解している。 
○筆順と画の終筆の付き方に気を付けて書いている。 

 

５ 指導方針 

・学習の導入の場面では、児童が主体的に活動に取り組むことできるように、点画の違いを分類する活

動を行い、児童の気づきからめあてを設定する。 

・展開の場面では、児童が筆順と画の付き方に気を付けて取り組むことができるように、お手本にポイ

ントを書き込んだものを用意する。 

・振り返りの場面では、児童が本時のめあてを達成できたかどうかが気付くことができるように、友だ

ちのよいところを話し合う活動を行ったり、実物投影機で友だちの作品を映し話し合う活動を行った

りする。 

 

〈特別支援教育の視点より〉 

・１時間の流れを示すホワイトボードを取り入れ、授業の流れを視覚化することで、児童が授業に対す

る見通しを持てるようにする。 

・実物投影機を使って、児童と同じ物を見せ、準備・示範などを映すことで、児童が言葉だけでなく視

覚的に理解できるようにする。 

・導入での意欲付けをし、めあてを焦点化することで、本時に何をすればよいか分からない児童が安心

して主体的に取り組めるようにする。 

・めあてをつかむ場面では、漢字パネルに対象となる画を赤と青で色分けすることで、画の付き方の原

則を視覚的に捉えられるようにする。 

・毛筆の練習の場面では、ストップウォッチを使って時間を明確に区切ることで、次の活動にスムーズ

に切り替えられるようにする。 

 

○平仮名の筆順に気を付けて書くこ

とができる。 
○筆順の原則(上から下へ・左から右

へ)を理解して書くことができる。 
〇漢字や平仮名の外形に気をつけて

書くことができる。 
 

○筆順の原則を知り、筆順に気を付

けて書くことができる。 
〇外形に気をつけて書くことができ

る。 

○筆順と字形の関係を理解し

て書くことができる。 
○正しい筆順で、字形を整えて

書くことができる。 

○正しい筆順で、字形を整えて

書くことができる。 

○正しい筆順で、字形を整えて

書くことができる。 

●筆順と画の始筆の付き方を

理解して書くことができる。 
●筆順と画の終筆の付き方を

理解して書くことができる。 



 

 

６ 指導と評価の計画(全９時間予定 本時) 

学

習 

過

程 

配

当

時

間 

主 な 学 習 活 動 

（本時７／９） 

評価項目（方法） 

関 知 技  

第
１
次 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

・「左」「右」それぞれの横画と左払いを指で

なぞり、筆順と字形の関係を話し合う。 
・筆順によって、画の長さが変わることが

あることを知る。 
・「左右」の筆順と字形の関係を確かめる。 
・筆順と字形の関係に気をつけて、毛筆で

「左右」を書く。 

①   

 

 

 

 

① 

関①筆順と字形の関係を進んで考えようと

している。（観察・発言） 

 

 

 

技①筆順と字形の関係に気をつけて、正しく

書いている。（半紙） 

 

２ ・筆順と字形の関係に気をつけて、毛筆で

「左右」を書く。 
 

  ② 技②「左右」を筆順と字形の関係に気をつけ

て、正しく書いている。（半紙） 

３ 

・毛筆の学習を生かして硬筆で言葉を書く 
・自己評価をする。 

 ①  知①筆順によって、画の長さが変わることが

あることを理解している。書写ノートに

記述している。（書写ノート） 

４ 

・正しい筆順で書くと字形を整えやすいこ

とを知る。 

・筆順と字形に気をつけて、硬筆で漢字を

書く。 

・自己評価する。 

②  

 

② 

 

 

 

 

③ 

関②正しい筆順で、字形を整えて書こうとし

ている。(観察・発言) 

知②正しい筆順を理解している。(観察・書写

ノート) 

技③正しい筆順で、字形を整えて書いている

(書写ノート)。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

５ 

・「原」と「皮」を見て、筆順と画の始筆の

付き方の違いを話し合う。 

・画の始筆どうしが付くときは、先に書い

た画が出ることを知る。 

 

③  

 

③ 

 

 

 

 

 

 

関③筆順と画の始筆の付き方の関係を進ん

で考えようとしている。(観察・発言) 

知③画の始筆どうしが付くときは、先に書い

た画が出ることを理解している。(観察・

書写ノート) 

６ 

・学習したことを生かして、硬筆で言葉を

書く。 

・自己評価する。 

 

 

 

 

  

 

技④「原」と「皮」を筆順と画の始筆の付き

方に気をつけて書いている。（書写ノー

ト） 

筆
順
と
字
形
１ 

 

第
３
次 

筆
順
と
画
の
付
き
方
１ 

(

２
時
間) 

第
２
次
筆
順
と
字
形
２
（
一
時
間
） 

(

３
時
間) 

④ 



 

７ 

・「口・中・田・国」など見て、画の終筆の

付き方の違いを話し合う。 

・折れの後、すぐに横画を書く場合はと折

れと横画を続けて書かない場合で、画の

終筆の付き方が変わることを知る。 

・「虫」を書くときの画の終筆を確かめる。 

・筆順と画の終筆の付き方に気をつけて、

毛筆で「虫」を書く。 

 

④   

 

 

 

 

⑤ 

関④筆順と画の終筆の付き方の関係を進ん

で考えようとしている。(観察・発言) 

 

 

 

技⑤「虫」を筆順と画の終筆の付き方に気を

つけて書いている。（半紙） 

８ 

・筆順と画の終筆の付き方に気をつけて、

毛筆で「虫」を書く。 

  ⑥ 技⑥「虫」を筆順と画の終筆の付き方に気を

つけて書いている。（半紙） 

 
 
 

 
 
 

９ 

・毛筆の学習を生かして、硬筆で漢字を書

く。 

 

 ④  知④筆順によって画の付き方が変わること

があることを理解している。(観察・書写

ノート) 

 

 

 

７ 本時の学習指導 

（１） 本時のねらい 

クイズ形式で□のある漢字をよこチームとたてチームに分ける活動を通して、筆順と字形の関

係を考え、画の終筆の付き方の違いを理解し、「虫」を書くときの終筆の付き方に気を付けて毛

筆で書くことができるようにする。 

  

（２）準備 

 教師：実物投影機、プロジェクター、スクリーン、漢字パネル、お手本、練習用紙（かご文字１枚

ずつ）、半紙２枚ずつ、書写道具、新聞紙、ペットボトル、振り返り用紙 

 児童：書写道具、新聞、ペットボトル、新聞紙の作品ばさみ、えんぴつ 

 

（３）展開 

 
児童の学習活動 

〇発問 ・予想される児童の反応 

◇支援及び留意点 

☆研究上の手立て 

□Ａへの個別支援 

時

間 

評価及び評

価後の指

導・支援 

導

入 

１．学習用具の準備をする。 

 

 

 

 

 

 

 

２．鉛筆で「虫」を書く。 

 

 

 

 

 

◇授業が始まるまでに、

習字道具、新聞紙、筆

洗いペットボトル、作

品ばさみ、練習用紙、

半紙を正しく準備でき

るように、配置を実物

投影機で示しておく。 

 

◇授業の終末に字形の変

化に気付くことができ

るように、鉛筆で普段

書いている「虫」を書

かせる。 
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第
４
次 

筆
順
と
画
の
付
き
方
２(

３
時
間) 



 

３．「口」と「田」の画の終筆の付き方の違いを話

し合う。 

〇「口」と｢田｣のこの○で囲まれたところは、よ

こが出るのかな？たてが出るのかな？ 

・「口」と「田」の最後は違うのかな。 

・同じじゃないかな。 

・1 年生のころに、「口」は最後横がでるって教わ

ったと思う。 

 

 

４．画の終筆の付き方が変わることを理解する。 

○よこチームとたてチームに分けられたけれど、

よこチームの決まり、たてチームの決まりは何

でしょう。 

・よこチームとたてチームに分けたけれど、それ

ぞれどんな決まりがあるのかな。 

・分かった！よこチームは、「□」の中に何もな

いよ。 

・たてチームは、「□」の中に点とか線があるよ。 

・よこチームは、書き順で考えると先に口を書

く。 

・たてチームは、書き順で考えると口を書く途中

に違う点とか線を書く。 

 

 

５．「虫」は、よこチームに入ることを確かめ、め

あてを見いだす。 

○｢虫｣は、よこチームとたてチームどちらに入る

でしょうか。 

・｢虫｣は、｢中｣に似てるからよこチームかな。 

・｢虫｣は、□の中に線があるから、たてチームか

な。 

・｢虫｣は、書き順で考えると先に口を書くから、

よこチームだ。 

○分かった人は、分からない人にヒントを教えて

あげてください。 

・｢虫｣は、｢中｣に似ているよ。 

・書き順で考えるといいよ。 

・｢虫｣は、先に口を書くか書かないかを考えると

いいよ。 

 

６．本時の課題とめあてをつかむ。 

 

 

 

 

 

 

◇「口」と「田」の画の

終筆の付き方は、横が

出るか縦が出るかとい

う考えがもてるよう

に、着目するポイント

を示したカードを提示

し、クイズ形式でよこ

か？たてか？を問いか

ける。 

 

◇終筆の付き方の違いが

理解できるように、

「中」「目」のカードに

ついてもクイズ形式で

よこか？たてか？を問

いかける。 

◇児童自ら「画の付き方」

の原理・原則を発見し、

文字に対する関心・意

欲高めるめあての設定

ができるように、分類

した横チームと縦チー

ムの共通点を問いかけ

る。 

 

◇本時で書く「虫」の終

筆の付き方は「折れ」

と横画の関係より横が

出るという考えをもて

るよう、「虫」は横チー

ムと縦チームどちらに

はいるか、どうして横

チームなのかを問いか

ける。 

☆画の付き方の原則を視

覚的に捉えられるよう

にするために、対象と

なる画を赤と青で色分

けする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関 

筆順と画の付

き方の関係を

進んで考えよ

うとしている。

（観察・発言） 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて 

筆順と画の付き方を考えて「虫」を書こう 



 

自

力

解

決 

・ 

集

団

解

決 

７．筆順と画の終筆の付き方に気をつけて、毛筆

で「虫」を書く。 

 

１枚目…わく付きプリントに練習する。 

 

２枚目…半紙にポイント練習をする。 

 

３枚目…１分間練習をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇｢虫｣の画の終筆の付き

方に気を付けるととも

に書き順と筆使いも確

認できるように、実物

投影機を使い示範の様

子を見せる。 

◇本時のポイントをきち

んと理解できるよう

に、1 度目はわざと横

を出さずに間違える。 

◇姿勢に気をつけて書く

ことができるように、

｢合い言葉｣を唱える。 

☆中心やバランスを視覚

的に捉えられるように

するために、半紙は折

補助線ありのものを用

意する。 

□筆使いや力加減がうま

くいかない児童へは、

筆をもって具体的な動

き一緒にする。 

□思い通りにいかずいら

いらしている児童へ

は、「失敗してもいいん

だよ。」｢紙がまだ必要

な人はあげるよ｣など

と声掛けをする。 

 

25 

 

 

ま 

と 

め 

・ 

振

り

返

り 

８．隣同士で友だちの作品のよいところを伝え合

う。 

 

１つ目…本時の筆順と点画について 

２つ目…その他の点について 

 

 

 

９．振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈ねらいを到達した児童の意識〉 

「虫」を筆順と画の終筆の付き方に気をつけて書

くことができたぞ。次の時間は、左右のバランス

○視点をしぼることで、

筆順と画の付き方を意

識して意識して話し合

いができるように、よ

いところ探しができる

よう促す。 

 

 

○導入で書いた「虫」と

練習を終えて書いた

「虫」の２つの文字を

比較できるように、導

入で書かせたシートの

裏にまとめ書きを鉛筆

で書かせ、紙を折り返

すよう促す。 

 

〇めあてが達成できたか

どうかを挙手させるこ

とで、本時を振り返ら

10 

技筆順と画

の終筆の付

き方に気を

つけて書い

ている。 



 

や右上にはらうところにも気をつけて書いてみ

るぞ。 

 

９．片付けをする。 

せる。 

 
８ 板書計画 

 
 


